
一
四
九

比
較
文
明
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー　

平
成
二
八
年
度
活
動
報
告

　

四
月　

七
日
（
木
）  

第
五
回　

伊
東
俊
太
郎
先
生
を
囲
む
連
続
談
話
会
「
宇

宙
と
文
明
の
歴
史
―
わ
れ
わ
れ
の
由
来
」

　

四
月
一
八
日
（
月
） 
第
一
回　

比
較
文
明
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

　

五
月
一
二
日
（
木
）  
第
六
回　

伊
東
俊
太
郎
先
生
を
囲
む
連
続
談
話
会
「
宇

宙
と
文
明
の
歴
史
―
わ
れ
わ
れ
の
由
来
」

　

五
月
二
五
日
（
水
） 

第
二
回　

比
較
文
明
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

　

六
月　

九
日
（
木
）  

第
七
回　

伊
東
俊
太
郎
先
生
を
囲
む
連
続
談
話
会
「
宇

宙
と
文
明
の
歴
史
―
わ
れ
わ
れ
の
由
来
」

　

六
月
一
五
日
（
水
） 

第
一
回　

比
文
研
セ
ミ
ナ
ー

 
 

モ
デ
レ
ー
タ
ー
：
伊
東
俊
太
郎
（
麗
澤
大
学
・
東
京
大

学
名
誉
教
授
、
比
較
文
明
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
教

授
）、
レ
ポ
ー
タ
ー
：
所
功
（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
道
徳

科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
主
幹
、
比
較
文
明
文
化
研
究

セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
）、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
服
部
英
二

（
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
道
徳
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
顧

問
、
比
較
文
明
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
）、
欠
端

實
（
麗
澤
大
学
名
誉
教
授
、
比
較
文
明
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
客
員
教
授
）

　

七
月
一
三
日
（
水
） 

第
二
回　

比
文
研
セ
ミ
ナ
ー

 

安
田
喜
憲
（
ふ
じ
の
く
に
環
境
史
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長
）

　

七
月
一
四
日
（
木
）  

第
八
回　

伊
東
俊
太
郎
先
生
を
囲
む
連
続
談
話
会
「
宇

宙
と
文
明
の
歴
史
―
わ
れ
わ
れ
の
由
来
」

　

十
月
二
〇
日
（
木
）  

第
九
回　

伊
東
俊
太
郎
先
生
を
囲
む
連
続
談
話
会
「
宇

宙
と
文
明
の
歴
史
―
わ
れ
わ
れ
の
由
来
」

　

十
月
二
六
日
（
水
） 

第
三
回　

比
較
文
明
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

十
一
月 

『
比
較
文
明
研
究
』
第
二
一
号
の
発
行

十
一
月
一
二
日
（
土
）  

第
三
回　

比
文
研
セ
ミ
ナ
ー　

※
地
球
シ
ス
テ
ム
・
倫

理
学
会
の
学
術
大
会
と
共
催

 

中
西
進
（
高
志
の
国
文
学
館
館
長
）

十
一
月
一
五
日
（
火
） 

第
四
回　

比
較
文
明
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

十
一
月
三
〇
日
（
水
）  

第
十
回　

伊
東
俊
太
郎
先
生
を
囲
む
連
続
談
話
会
「
宇

宙
と
文
明
の
歴
史
―
わ
れ
わ
れ
の
由
来
」

　

一
月
二
五
日
（
水
） 

第
五
回　

比
較
文
明
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

　

二
月　

二
日
（
木
）  

第
十
一
回　

伊
東
俊
太
郎
先
生
を
囲
む
連
続
談
話
会

「
宇
宙
と
文
明
の
歴
史
―
わ
れ
わ
れ
の
由
来
」

　

二
月　

六
日
（
月
） 

第
四
回　

比
文
研
セ
ミ
ナ
ー

 

木
曽
功
（
千
葉
科
学
大
学
学
長
）



一
五
〇

編
集
後
記

　
『
比
較
文
明
研
究
』
第
二
十
二
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

今
回
も
大
変
充
実
し
た
研
究
紀
要
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
講
演
、

講
演
論
文
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
論
文
、
図
書
紹
介
、
書
評
論
文
と
多
彩
な
内
容
構

成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

玉
稿
を
ご
執
筆
賜
り
ま
し
た
先
生
方
に
篤
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
＊

　

中
西
進
先
生
の
ご
講
演
「
日
本
人
と
無
」
は
、
比
文
研
が
「
地
球
シ
ス
テ
ム
・

倫
理
学
会
」
と
共
催
し
た
、「
第
十
二
回
学
術
大
会
」
に
お
け
る
「
基
調
講
演
」

を
収
録
し
た
も
の
で
す
。
収
録
に
当
た
り
、
中
西
先
生
自
ら
、
文
章
を
改
め
、
校

正
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

安
田
喜
憲
先
生
の
講
演
論
文
「
新
し
い
世
界
史
像
：
古
代
文
明
は
四
大
文
明
だ

け
だ
っ
た
か
ど
う
か
」
は
、「
比
文
研
セ
ミ
ナ
ー
」
で
の
ご
講
演
を
も
と
に
、
口

語
調
を
残
し
て
論
文
に
仕
上
げ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「「
日
本
」
の
源
流
を
探
る
―
「
ヤ
マ
ト
文
化
」
か
ら
「
日
本

文
明
」
ま
で
―
」
は
、
伊
東
俊
太
郎
先
生
の
ご
提
案
で
実
現
し
た
も
の
で
、
こ
れ

は
第
二
回
目
に
な
り
ま
す
。
所
功
先
生
の
ご
発
表
に
引
き
続
き
、
伊
東
先
生
が
モ

デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
ら
れ
、
服
部
英
二
先
生
、
欠
端
實
先
生
を
交
え
て
自
由
に
議

論
さ
れ
た
記
録
で
す
。
お
互
い
の
見
解
を
尊
重
し
つ
つ
専
門
の
枠
を
超
え
て
自
由

に
議
論
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
比
文
研
な
ら
で
は
の
素
晴
ら
し
い
成
果
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

論
文
は
三
本
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

伊
東
先
生
の
「
イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
け
る
「
精
神
革
命
」
Ⅰ
」
は
、
こ
れ
ま
で

に
、
全
体
的
導
入
と
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
「
精
神
革
命
」（
第
一
三
号
）、
中
国
に

お
け
る
「
精
神
革
命
」（
第
一
八
号
）、
イ
ン
ド
に
お
け
る
「
精
神
革
命
」（
第
二

〇
号
）
と
続
い
て
執
筆
さ
れ
て
き
た
シ
リ
ー
ズ
の
最
新
論
文
で
す
。

　

シ
ュ
デ
ィ
プ
ト
・
ダ
ス
（Sudipta D

as

）
氏
は
、
イ
ン
ド
国
立
タ
ゴ
ー
ル
国

際
大
学
日
本
学
科
助
教
授
で
、
平
成
二
八
年
八
月
か
ら
平
成
二
九
年
三
月
末
ま

で
、
本
研
究
セ
ン
タ
ー
の
客
員
研
究
員
と
し
て
滞
在
さ
れ
、
日
本
語
で
「
一
八
九

〇
年
代
か
ら
一
九
六
〇
年
代
の
印
日
民
間
交
流
―
ベ
ン
ガ
ル
と
日
本
の
文
化
交
流

を
中
心
に
―
」
を
執
筆
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ブ
ド
ラ
シ
テ
ィ
・
ア
ブ
ド
ラ
テ
ィ
フ
（A

budurexiti A
buduletifu

）
氏
か

ら
は
、
貴
重
な
英
文
論
文
「Language C

hoice and Linguistic Identifying 

F
unction of U

yghurs in Japan

」
を
投
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

川
窪
啓
資
先
生
の
図
書
紹
介
は
、
ご
著
書 T

he C
ivilization

al Sou
l 

の
内

容
を
、
日
本
語
で
御
紹
介
い
た
だ
い
も
の
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
ユ
タ
大
学
大
学
院
政
治
学
科
に
在
籍
し
博
士
候
補
資
格
を
得
た
、

近
江
啓
太
氏
の
書
評
論
文
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
　
　
＊

　

私
は
、
本
誌
の
第
一
四
号
か
ら
本
号
ま
で
編
集
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
次
号
か
ら
新
編
集
長
に
バ
ト
ン
を
引
き
継
い
で
い
た
だ
き
ま
す
。
長
ら

く
重
要
な
業
務
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

『
比
較
文
明
研
究
』
は
、
こ
れ
か
ら
も
比
文
研
の
研
究
成
果
を
収
録
し
、
世
界
に

情
報
発
信
し
続
け
て
い
き
ま
す
。
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（『
比
較
文
明
研
究
』
編
集
長　

立
木
教
夫
）



一
五
一

『
比
較
文
明
研
究
』
第
二
十
二
号
編
集
委
員

編　

集　

長 

立
木　
教
夫

副
編
集
長 

犬
飼　
孝
夫

編
集
委
員 

堀
内　
一
史

比
較
文
明
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
構
成
員

セ
ン
タ
ー
長 

立
木　
教
夫 

（
麗
澤
大
学
特
任
教
授
）

副
セ
ン
タ
ー
長 

犬
飼　
孝
夫 

（
麗
澤
大
学
教
授
）

客
員
教
授 

伊
東
俊
太
郎 

（
麗
澤
大
学
名
誉
教
授
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

 

大
澤　
真
幸 

（
社
会
学
者
）

 

欠
端　
　
實 

（
麗
澤
大
学
名
誉
教
授
、（
一
社
）
中
日
文
化
研
究
所
理
事
長
）

 

川
勝　
平
太 

（
静
岡
県
知
事
）

 

川
窪　
啓
資 

（
麗
澤
大
学
名
誉
教
授
）

 

木
曽　
　
功 

（
前
・
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
日
本
政
府
代
表
部
特
命
全
権
大
使
）

 

ギ
ャ
ビ
ン
・
バ
ン
ト
ッ
ク　
　
（
元
・
麗
澤
大
学
教
授
、
明
徳
義
塾
客
員
教
諭
・
国
際
ド
ラ
マ
ク
ラ
ブ

英
語
演
出
担
当
）

 

近
藤　
誠
一 

（
近
藤
文
化
・
外
交
研
究
所
代
表
、
外
務
省
参
与
（
国
連
安
保
理
改
革
担
当
））

 

染
谷　
臣
道 

（
静
岡
大
学
名
誉
教
授
）

 

所　
　
　
功 

（
京
都
産
業
大
学
名
誉
教
授
、（（
公
財
）
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
道
徳
科
学
研
究
セ
ン

タ
ー
教
授
）

 

南
淵　
明
宏 

（
医
療
法
人
社
団
冠
心
会
大
崎
病
院
東
京
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
）

 
服
部　
英
二 

（
公
益
財
団
法
人
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
道
徳
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
顧
問
・
教
授
顧
問
）

 
保
坂　
俊
司 

（
中
央
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授
・
同
大
学
院
教
授
）

 
松
本　
亮
三 

（
東
海
大
学
観
光
学
部
観
光
学
科
教
授
）

 

安
田　
喜
憲 

（
ふ
じ
の
く
に
環
境
史
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長
）

 

吉
澤　
五
郎 

（
比
較
文
明
学
会
名
誉
理
事
、
聖
心
女
子
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
員
、
同
大

学
教
養
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
講
師
）

研

究

員 

岩
澤　
知
子 
（
麗
澤
大
学
教
授
）

 

黒
須　
里
美 
（
麗
澤
大
学
教
授
）

 

齋
藤　
之
誉 

（
麗
澤
大
学
准
教
授
）

 

竹
内　
啓
二 

（
麗
澤
大
学
教
授
）

 

ピ
ー
タ
ー
・
ラ
フ　
　
（
麗
澤
大
学
教
授
）



一
五
二

 

堀
内　
一
史 

（
麗
澤
大
学
教
授
）

 

宮
下　
和
大 

（
麗
澤
大
学
助
教
）

研
究
協
力
者 

竹
中　
信
介 

（（
公
財
）
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
道
徳
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
人
間
学
研
究
室
研
究
助
手
）

客
員
研
究
員 

汪　
　
義
翔 

（
東
京
理
科
大
学
准
教
授
、
麗
澤
大
学
外
国
語
学
部
非
常
勤
講
師
）

 

冬
月　
　
律 

（（
公
財
）
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
道
徳
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
社
会
科
学
研
究
室
研
究
員
、

外
国
語
学
部
非
常
勤
講
師
）

 

ア
ブ
ド
ゥ
ラ
シ
ィ
テ
ィ
・
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
テ
ィ
フ　
　
（（
公
財
）
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
道
徳
科
学
研
究
セ

ン
タ
ー
社
会
科
学
研
究
室
研
究
員
、
外
国
語
学
部
非
常
勤
講
師
、
東
京
理
科
大
学

非
常
勤
講
師
）

 

シ
ュ
デ
ィ
プ
ト
・
ダ
ス　
　
（A

ssistant Professor,Departm
ent of Japanese,Bhasha Bhavana, 

V
isva-Bharati U

niversity,India

）

 

秋
山　
知
宏 

（
東
京
大
学
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
グ
ロ
ー
バ

ル
リ
ー
ダ
ー
養
成
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
助
教
）

（
五
十
音
順
）


